
一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

 
 

―
―
新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
視
座
と
し
て
―
―

　

鈴

木

美

穂

　
　

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
公
設
私
設
と
も
に
〈
近

代
〉
美
術
館
構
想
の
具
体
化
が
相
次
ぎ（

（
（

、
あ
る
種
の
文
化
的
飢
餓
状
態
の
解
消
へ

と
向
か
う
変
化
の
時
を
迎
え
て
い
く
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
る
国

際
社
会
へ
の
復
帰
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
景
気
に
よ
り
、
海
外
作
品
が
直
接
、

大
量
に
も
た
ら
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
講
和
以
前
の
占
領

末
期
か
ら
そ
う
し
た
動
き
は
活
発
化
し
て
い
く
。
海
外
美
術
熱
の
高
ま
り
に
応
じ

て
、「
現
代
世
界
美
術
展
」（
一
九
五
〇
年
八
月
一
日
～
三
〇
日
、
日
本
橋
高
島
屋
、
読

売
新
聞
社
主
催
）、「
現
代
フ
ラ
ン
ス
美
術
展
―
―
日
仏
美
術
交
換

　
サ
ロ
ン
・
ド
・

メ
ェ
日
本
展
」（
一
九
五
一
年
二
月
一
三
日
～
三
月
四
日
、
日
本
橋
高
島
屋
、
毎
日
新
聞

社
主
催
）、「
第
三
回
日
本
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」（
一
九
五
一
年
二
月
二
七
日
～
三
月

一
八
日
、
東
京
都
美
術
館
、
読
売
新
聞
社
主
催
）
で
も
欧
米
か
ら
作
品
を
借
用
し
、
現

物
到
来
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
に
続
く
マ
チ
ス
展
は
、
西
欧
美

術
作
品
を
複
製
や
書
物
を
通
し
て
親
し
ん
で
き
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
ま
と
ま
っ

た
か
た
ち
で
現
物
鑑
賞
が
叶
う
、
戦
後
文
化
の
幕
開
け
を
象
徴
す
る
機
会
と
し
て

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
。

　
マ
チ
ス
展
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
日
本
の
マ
チ
ス
受
容
の
観
点
で
の
研
究

が
な
さ
れ
て
い
る
が（

（
（

、「
マ
チ
ス
台
風（

（
（

」
と
社
会
現
象
的
に
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
機
会

と
な
っ
た
本
展
を
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
化
し
、
そ
こ
に
文
学
者
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
で
の
具
体
的
な
整
理
・
検
証
は
な

　
一
、
は
じ
め
に

　

　　
一
九
五
一
年
春
、「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」（
以
下
、
マ
チ
ス
展
）
は
東
京
上
野
公

園
の
国
立
博
物
館
表
慶
館
に
て
、
戦
後
初
の
海
外
存
命
作
家
の
本
格
的
個
展
と
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
に
西
洋
文
化
と
の
接
点
は
大
き
く
制
限
さ
れ
た
が
、

戦
後
占
領
下
に
お
い
て
も
制
限
は
継
続
し
て
い
た
。
戦
後
間
も
な
く
の
一
九
四
七

年
に
は
国
内
所
蔵
美
術
作
品
を
中
心
と
し
た
二
つ
の
展
覧
会
開
催
が
こ
う
し
た
文

化
的
飢
餓
状
況
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
。「
泰
西
名
画
展
覧
会
」（
三
月
一
〇
日
～

三
一
日
、
東
京
都
美
術
館
、
読
売
新
聞
社
主
催
）
で
の
印
象
派
、
ピ
カ
ソ
、
マ
チ
ス
な

ど
約
二
〇
〇
点
の
展
示
と
、「
西
洋
美
術
名
作
展
」（
一
〇
月
一
五
日
～
一
一
月
三
〇

日
、
国
立
博
物
館
、
朝
日
新
聞
社
主
催
）
で
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
ク
ー
ル
ベ
、
モ
ネ
、

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ロ
ダ
ン
な
ど
約
二
〇
〇
余
点
の
展
示
で
あ
る
。
文
化
的
制
約
の
継

続
の
な
か
で
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
近
代
美
術
館
開
設
へ
の
一
歩
と
な
る
。
そ
の

第
一
歩
と
し
て
、
国
立
博
物
館
は
翌
一
九
四
八
年
六
月
よ
り
表
慶
館
を
西
洋
お
よ

び
日
本
の
油
彩
画
陳
列
に
充
て
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
戦
後
の
新
た
な
枠
組
み
の

中
で
、
国
立
博
物
館
は
帝
室
博
物
館
時
代
と
は
異
な
り
、
新
聞
社
を
後
援
と
し
た

展
覧
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く（

（
（

。

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

二
九
七
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さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
主
催
側
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
と
文
学
者

の
言
説
に
焦
点
を
あ
て
、
文
化
現
象
と
し
て
の
一
九
五
一
年
の
マ
チ
ス
展
を
捉
え

て
い
き
た
い
。
な
お
、M

atisse

は
近
年
で
は
マ
テ
ィ
ス
と
表
記
さ
れ
る
が
、
本

稿
で
は
当
時
の
表
記
「
マ
チ
ス
」
に
統
一
し
て
使
用
す
る
。

　
二
、
マ
チ
ス
展
開
催
と
経
緯

　　「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展

　
礼
拝
堂
・
油
絵
・
素
描
・
挿
絵
本
」
は
、
戦
後
初
の
海

外
巨
匠
展
と
し
て
以
下
要
領
で
開
催
さ
れ
た
。

　
会

　
　
期
：
一
九
五
一
年
三
月
三
一
～
五
月
一
三
日（

（
（

（
四
四
日
間
）

　
会

　
　
場
：
国
立
博
物
館
表
慶
館
全
室

　
入 

場 

料
：
一
般
一
二
〇
円
・
小
中
学
生
六
〇
円

　
主

　
　
催
：
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社

　
協

　
　
賛
：
駐
日
フ
ラ
ン
ス
代
表
団

　
入
場
者
数
：
一
五
〇
七
四
三
人（

（
（

　
＊�

大
阪
市
立
美
術
館
（
五
月
二
四
日
～
六
月
一
七
日
）、岡
山
倉
敷
の
大
原
美
術

館
（
六
月
一
九
日
～
二
五
日
）
を
巡
回
。

　　
本
展
開
催
ま
で
の
具
体
的
な
交
渉
を
担
っ
た
の
は
画
家
の
硲
伊
之
助

（
一
八
九
五
～
一
九
七
七
）で
あ
る
。
一
九
二
〇
・
三
〇
年
代
の
二
度
渡
欧
経
験
の
な

か
で
マ
チ
ス
と
親
交
を
結
び
、
戦
後
も
東
京
芸
術
大
学
（
東
京
美
術
学
校
）
に
勤
め

て
い
た
が
、
一
九
五
〇
年
春
に
マ
チ
ス
展
を
構
想
、
辞
職
・
渡
欧
し
て
マ
チ
ス
と

の
交
渉
に
至
る（

（
（

。
当
初
ヴ
ァ
ン
ス
の
ロ
ザ
リ
オ
礼
拝
堂（La�Chapelle�du�Rosaire�

à�V
ence

本
展
図
録
表
記
に
従
い
以
下
ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
と
記
す
）の
装
飾
制
作
で
の
多

忙
さ
と
朝
鮮
戦
争
中
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
作
品
輸
送
の
問
題
か
ら
交
渉
は
難
航
す
る

が
、
陶
板
制
作
技
法
へ
の
硲
夫
人
の
義
弟
の
協
力
が
契
機
と
な
り
、
ま
た
礼
拝
堂

建
設
資
金
調
達
の
必
要
性
の
事
情
な
ど
も
あ
り
、
最
終
的
に
マ
チ
ス
は
展
覧
会
開

催
を
承
諾
す
る（

（
（

。

　
一
九
五
〇
年
一
一
月
、
読
売
新
聞
か
ら
国
立
博
物
館
に
協
力
願
い
「
マ
チ
ス
新

作
美
術
展
」
が
提
出
、
国
立
博
物
館
と
新
聞
社
の
共
同
主
催
が
始
動
、
協
力
願
い

の
内
容
か
ら
「
油
彩
デ
ッ
サ
ン
等
三
〇
余
点
の
新
作
」
が
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が（

（
（

、
実
際
の
出
品
は
ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
下
絵
を
中
心
と

す
る
、
マ
チ
ス
自
ら
が
選
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
約
一
〇
〇
点
に
、
マ
チ
ス
か
ら

の
指
示
の
も
と
日
本
国
内
に
あ
る
油
絵
が
加
え
ら
れ
る
形
と
な
っ
た（
（1
（

。

　
図
録（
（（
（

に
よ
る
と
、東
京
展
で
は
、切
紙
絵
一
点
、ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め
の
作

品
三
六
点
、
油
絵
二
九
点
、
デ
ッ
サ
ン
四
〇
点
、
挿
絵
本
八
点
、
切
紙
絵
一
点
が

展
示
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
到
着
し
た
の
は
小
型
の
作
品
で
あ
っ
た
が
、
油
絵

を
中
心
と
し
た
過
去
の
マ
チ
ス
の
絵
画
の
展
開
を
回
顧
で
き
る
と
同
時
に
、
メ
イ

ン
の
ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
に
関
わ
る
展
示
で
現
在
進
行
形
の
マ
チ
ス
を
知
る
機
会
と

な
る
構
成
、「
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
」
の
創
始
者
マ
チ
ス
の
変
遷
を
今
現
在
に
至
る
ま

図１「アンリ・マチス展」社告
（『読売新聞』1951 年 3月 24日 1面）

二
九
八

で
捉
え
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
マ
チ
ス
の
作
品
が
ま
と
ま
っ
て
紹
介
さ
れ

た
日
本
で
初
め
て
の
機
会
で
あ
り
、
未
発
表
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
図

録
内
の
陳
列
作
品
目
録
か
ら
、
ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め
の
作
品
三
六
点
の
内
訳

は
、
外
観
と
内
観
の
計
二
点
、
壁
画
下
絵
四
点
、
習
作
な
ど
の
写
真
二
七
点
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
た
め
の
切
紙
絵
三
点
の
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
壁
画
と

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
絵
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
未
発
表
の
も
の
、
壁
画
下
絵
は
実
際

に
描
か
れ
る
壁
画
の
最
終
下
絵
で
、
大
型
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た（
（1
（

。
朝
鮮
戦
争

中
の
作
品
移
動
へ
の
懸
念
に
よ
り
小
型
中
心
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が（
（1
（

、

ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
過
程
の
提
示
に
は
こ
の
よ

う
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
本
展
は
マ
チ
ス
自
ら
監
修
し
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
国
立
博
物
館
側

の
担
当
と
し
て
携
わ
っ
た
嘉
門
安
雄
の
回
想
に
よ
る
と（
（1
（

、
作
品
の
取
り
扱
い
や
陳

列
に
つ
い
て
の
指
示
、
例
え
ば
「
デ
ッ
サ
ン
の
た
め
の
マ
ッ
ト
の
色
、
壁
面
の
色
、

作
品
と
作
品
の
間
隔
、
高
さ
の
条
件
」、「
目
録
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
き
れ

い
な
切
紙
絵
も
届
き
、
次
に
は
そ
の
目
録
雛
形
ま
で
。
ペ
ー
ジ
数
も
写
真
の
組
み

方
も
明
示
し
て
急
送
さ
れ
て
き
た（
（1
（

」。
日
本
国
内
に
あ
る
作
品
も
で
き
る
だ
け
集

め
て
加
え
る
よ
う
条
件
も
出
さ
れ
、
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
交
渉
用
の
マ
チ
ス
自
筆
の

手
紙
も
届
き
、
直
前
ま
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
一
四
点
が
加
わ
っ
た
。
マ
チ
ス
は

既
に
八
〇
歳
を
越
え
大
病
も
経
て
、
健
康
状
態
も
思
わ
し
く
な
い
な
か
で
の
礼
拝

堂
の
制
作
中
、
来
日
は
残
念
な
が
ら
叶
わ
な
か
っ
た
。
だ
が
内
容
構
成
の
み
な
ら

ず
、
展
示
方
法
も
マ
チ
ス
自
ら
が
監
修
し
て
準
備
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
付
加
価
値

と
も
な
っ
て
い
く
。

　
三
、『
読
売
新
聞
』『
夕
刊
読
売
』
紙
上
で
の
マ
チ
ス
展

　　
主
催
側
読
売
新
聞
社
の
朝
刊
紙
『
読
売
新
聞
』・
夕
刊
紙
『
夕
刊
読
売（
（1
（

』
で
は
、

開
幕
前
か
ら
マ
チ
ス
展
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上

げ
ら
れ
て
い
く
。
新
聞
社
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
主
催
に
よ
る
展
覧
会
開
催
は
今
日

に
至
る
ま
で
続
く
日
本
独
自
の
シ
ス
テ
ム（
（1
（

で
あ
る
が
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
美

術
館
単
独
主
催
の
場
合
と
大
き
く
異
な
る
点
に
速
報
性
と
発
信
力
が
挙
げ
ら
れ

る
。
マ
チ
ス
展
に
つ
い
て
も
、
新
聞
紙
上
で
の
連
日
の
情
報
発
信
は
イ
ベ
ン
ト
の

演
出
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
1
・
表
2
は
、
マ
チ
ス
展
を
構
想
し
て
硲
が
渡
仏
し
た
一
九
五
〇
年
八
月
か

ら
東
京
展
会
期
終
了
の
五
月
中
旬
ま
で
の
『
読
売
新
聞
』『
夕
刊
読
売
』
に
お
け

る
マ
チ
ス
展
関
連
記
事
一
覧
で
あ
る
。
展
覧
会
開
催
決
定
以
前
か
ら
、
硲
に
よ
る

マ
チ
ス
の
話
題
で
の
寄
稿
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
マ
チ
ス
展
開
催
を
報
じ
た
三
月

一
七
日
以
降
、
情
報
発
信
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
は
新
聞

用
紙
統
制
下
で
朝
刊
四
面
、
夕
刊
二
面
の
限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

て
も
記
事
掲
載
の
割
合
の
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
る（
（1
（

。

　
全
体
像
と
し
て
、
開
催
案
内
を
は
じ
め
会
期
中
の
入
場
者
数
や
皇
室
政
府
要
人

の
観
覧
等
の
開
催
状
況
を
報
じ
る
記
事
発
信
だ
け
で
な
く
、
硲
の
交
渉
に
よ
る
マ

チ
ス
の
展
覧
会
開
催
の
承
諾（
（1
（

、
開
催
実
現
ま
で
の
経
緯（
11
（

、
そ
し
て
画
家
・
美
術
批

評
家
・
文
学
者
の
実
際
観
覧
の
う
え
で
の
エ
ッ
セ
ー
や
座
談
会
等
が
発
信
さ
れ
て

い
る
。

　
硲
の
渡
仏
は
マ
チ
ス
展
構
想
を
も
っ
て
交
渉
兼
ね
て
の
も
の
で
、
読
売
新
聞
社

に
は
紙
面
へ
の
寄
稿
を
約
束
し
て
い
た
と
い
う（
1（
（

。
マ
チ
ス
展
決
定
前
か
ら
マ
チ
ス

近
況
や
マ
チ
ス
と
硲
の
つ
な
が
り
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
く
が
、
開
催

決
定
公
表
以
降
は
、
マ
チ
ス
自
身
に
よ
る
「
日
本
展
へ
の
言
葉（
11
（

」
を
は
じ
め
と
す

る
開
催
概
要
と
と
も
に
、
画
家
自
身
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
展
示
作
品
構
成（
11
（

、
ポ
ス

タ
ー
図
案
や
展
示
へ
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と（
11
（

、
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に

硲
に
よ
る
交
渉
経
緯
や
実
際
に
接
し
て
き
た
画
家
の
状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
く（
11
（

。

ま
た
画
家
猪
熊
弦
一
郎
の
マ
チ
ス
会
見
記（
11
（

な
ど
も
掲
載
す
る
こ
と
で
、
マ
チ
ス
展

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

二
九
九
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で
捉
え
ら
れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
マ
チ
ス
の
作
品
が
ま
と
ま
っ
て
紹
介
さ
れ

た
日
本
で
初
め
て
の
機
会
で
あ
り
、
未
発
表
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
図

録
内
の
陳
列
作
品
目
録
か
ら
、
ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め
の
作
品
三
六
点
の
内
訳

は
、
外
観
と
内
観
の
計
二
点
、
壁
画
下
絵
四
点
、
習
作
な
ど
の
写
真
二
七
点
、
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
た
め
の
切
紙
絵
三
点
の
構
成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
壁
画
と

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
下
絵
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
未
発
表
の
も
の
、
壁
画
下
絵
は
実
際

に
描
か
れ
る
壁
画
の
最
終
下
絵
で
、
大
型
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た（
（1
（

。
朝
鮮
戦
争

中
の
作
品
移
動
へ
の
懸
念
に
よ
り
小
型
中
心
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が（
（1
（

、

ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
制
作
過
程
の
提
示
に
は
こ
の
よ

う
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
本
展
は
マ
チ
ス
自
ら
監
修
し
た
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
国
立
博
物
館
側

の
担
当
と
し
て
携
わ
っ
た
嘉
門
安
雄
の
回
想
に
よ
る
と（
（1
（

、
作
品
の
取
り
扱
い
や
陳

列
に
つ
い
て
の
指
示
、
例
え
ば
「
デ
ッ
サ
ン
の
た
め
の
マ
ッ
ト
の
色
、
壁
面
の
色
、

作
品
と
作
品
の
間
隔
、
高
さ
の
条
件
」、「
目
録
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
き
れ

い
な
切
紙
絵
も
届
き
、
次
に
は
そ
の
目
録
雛
形
ま
で
。
ペ
ー
ジ
数
も
写
真
の
組
み

方
も
明
示
し
て
急
送
さ
れ
て
き
た（
（1
（

」。
日
本
国
内
に
あ
る
作
品
も
で
き
る
だ
け
集

め
て
加
え
る
よ
う
条
件
も
出
さ
れ
、
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
交
渉
用
の
マ
チ
ス
自
筆
の

手
紙
も
届
き
、
直
前
ま
で
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
一
四
点
が
加
わ
っ
た
。
マ
チ
ス
は

既
に
八
〇
歳
を
越
え
大
病
も
経
て
、
健
康
状
態
も
思
わ
し
く
な
い
な
か
で
の
礼
拝

堂
の
制
作
中
、
来
日
は
残
念
な
が
ら
叶
わ
な
か
っ
た
。
だ
が
内
容
構
成
の
み
な
ら

ず
、
展
示
方
法
も
マ
チ
ス
自
ら
が
監
修
し
て
準
備
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
付
加
価
値

と
も
な
っ
て
い
く
。

　
三
、『
読
売
新
聞
』『
夕
刊
読
売
』
紙
上
で
の
マ
チ
ス
展

　　
主
催
側
読
売
新
聞
社
の
朝
刊
紙
『
読
売
新
聞
』・
夕
刊
紙
『
夕
刊
読
売（
（1
（

』
で
は
、

開
幕
前
か
ら
マ
チ
ス
展
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
り
上

げ
ら
れ
て
い
く
。
新
聞
社
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
主
催
に
よ
る
展
覧
会
開
催
は
今
日

に
至
る
ま
で
続
く
日
本
独
自
の
シ
ス
テ
ム（
（1
（

で
あ
る
が
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
美

術
館
単
独
主
催
の
場
合
と
大
き
く
異
な
る
点
に
速
報
性
と
発
信
力
が
挙
げ
ら
れ

る
。
マ
チ
ス
展
に
つ
い
て
も
、
新
聞
紙
上
で
の
連
日
の
情
報
発
信
は
イ
ベ
ン
ト
の

演
出
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
1
・
表
2
は
、
マ
チ
ス
展
を
構
想
し
て
硲
が
渡
仏
し
た
一
九
五
〇
年
八
月
か

ら
東
京
展
会
期
終
了
の
五
月
中
旬
ま
で
の
『
読
売
新
聞
』『
夕
刊
読
売
』
に
お
け

る
マ
チ
ス
展
関
連
記
事
一
覧
で
あ
る
。
展
覧
会
開
催
決
定
以
前
か
ら
、
硲
に
よ
る

マ
チ
ス
の
話
題
で
の
寄
稿
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
マ
チ
ス
展
開
催
を
報
じ
た
三
月

一
七
日
以
降
、
情
報
発
信
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
は
新
聞

用
紙
統
制
下
で
朝
刊
四
面
、
夕
刊
二
面
の
限
ら
れ
た
紙
面
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

て
も
記
事
掲
載
の
割
合
の
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
る（
（1
（

。

　
全
体
像
と
し
て
、
開
催
案
内
を
は
じ
め
会
期
中
の
入
場
者
数
や
皇
室
政
府
要
人

の
観
覧
等
の
開
催
状
況
を
報
じ
る
記
事
発
信
だ
け
で
な
く
、
硲
の
交
渉
に
よ
る
マ

チ
ス
の
展
覧
会
開
催
の
承
諾（
（1
（

、
開
催
実
現
ま
で
の
経
緯（
11
（

、
そ
し
て
画
家
・
美
術
批

評
家
・
文
学
者
の
実
際
観
覧
の
う
え
で
の
エ
ッ
セ
ー
や
座
談
会
等
が
発
信
さ
れ
て

い
る
。

　
硲
の
渡
仏
は
マ
チ
ス
展
構
想
を
も
っ
て
交
渉
兼
ね
て
の
も
の
で
、
読
売
新
聞
社

に
は
紙
面
へ
の
寄
稿
を
約
束
し
て
い
た
と
い
う（
1（
（

。
マ
チ
ス
展
決
定
前
か
ら
マ
チ
ス

近
況
や
マ
チ
ス
と
硲
の
つ
な
が
り
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
く
が
、
開
催

決
定
公
表
以
降
は
、
マ
チ
ス
自
身
に
よ
る
「
日
本
展
へ
の
言
葉（
11
（

」
を
は
じ
め
と
す

る
開
催
概
要
と
と
も
に
、
画
家
自
身
に
よ
り
選
択
さ
れ
た
展
示
作
品
構
成（
11
（

、
ポ
ス

タ
ー
図
案
や
展
示
へ
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と（
11
（

、
そ
れ
と
連
動
す
る
よ
う
に

硲
に
よ
る
交
渉
経
緯
や
実
際
に
接
し
て
き
た
画
家
の
状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
く（
11
（

。

ま
た
画
家
猪
熊
弦
一
郎
の
マ
チ
ス
会
見
記（
11
（

な
ど
も
掲
載
す
る
こ
と
で
、
マ
チ
ス
展

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

二
九
九
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表１　『読売新聞』マチス展関連記事　
年 月 日 記事 執筆者 備考
（（（0 （ （ マチスに会いたい　硲氏の渡仏、全画壇挙げて期待
（（（0 （0 （ パリの秋▽映画▽ルーブル▽展覧会 硲伊之助 画と文
（（（0 （0 （0 パリの展覧会　近代美術館とマチスの近作 硲伊之助
（（（（ （ （（ 画家のブラック　パリにて 硲伊之助
（（（（ （ （（ マチスと語る“すべてを描く必要はない”　ニースにて 木村太郎
（（（（ （ （（ マチスの彫刻・個展にて　硲伊之助写す＝絵 硲伊之助
（（（（ （ （（ 美と情熱の巨匠マチス展　本社と国立博物館共同で近く開催
（（（（ （ （（ 日本展への言葉 H・マチス
（（（（ （ （（ 未発表の傑作も加え （0（ 点を一堂に　愛弟子硲画伯の力説、翁を動かす
（（（（ （ （0 名画空より来る　マチス作品帰京　翁自らに荷造りし、陳列まで指定
（（（（ （ （（ 百科とまごう　マチスの傑作　驚嘆の荷ほどき始まる　上野国立博物館
（（（（ （ （（ 世界美術の最高峰　アンリ・マチス展　読売新聞社 社告
（（（（ （ （（ 絢爛・豪華！マチスの傑作　日本への愛情　マチス先生と東京展 硲伊之助
（（（（ （ （（ マチス展賛　文部大臣天野貞祐 天野貞祐
（（（（ （ （（ 芸術の粋　展観作品を見て 安井曽太郎
（（（（ （ （（ マチス展　読売新聞社 社告
（（（（ （ （（ 「混血の女」（デッサン）（（（（ 年作 写真
（（（（ （ （（ 「貝のある生物」（油絵）（（（（ 年作 写真
（（（（ （ （（ 「室内に建てる裸」（油絵）（（（（ 年作 写真
（（（（ （ （（ 編集手帳
（（（（ （ （（ マチス展さらに偉才　日本に秘蔵の （（ 点　翁の懇望で特別出品
（（（（ （ （（ 〔社説〕マチス展をいかに見るか
（（（（ （ （（ マチス展明日招待日　翁自らポスターの図案・文案
（（（（ （ （0 マチス展　画伯連嘆声のうち　深更まで飾付　きょう招待日で開幕
（（（（ （ （（ マチス展　首相、上機嫌で鑑賞　きょうからは一般公開

（（（（ （ （（ 空前の豊富、完璧さ　マチス展へ　フランス大使メッセージ▽吉田首相
メッセージ

（（（（ （ （ “美”に驚嘆　マチス展公開
（（（（ （ （ マチス展へ （000 人
（（（（ （ （ 〔編集手帳〕
（（（（ （ （ マチス展に感謝文 日本美術家連盟総会
（（（（ （ （ 両陛下、あすマチス展へ
（（（（ （ （ マチス画集　本社で二千部限定出版
（（（（ （ （ 美の深奥に無上の感銘　文化 （団体から　マチス氏に感謝文

（（（（ （ （ 座談会　画家アンリ・マチス　マチス展を開くまでの秘話
倉林正蔵・嘉門安雄・
高見順・佐藤敬・福
田豊四郎

（（（（ （ （0 マチス展の両陛下
（（（（ （ （（ 読売文化教室　アンリ・マチスの夕　よみうりホール／読売新聞社 社告
（（（（ （ （（ 第 （（ 回読売文化教室　アンリ・マチスの夕
（（（（ （ （（ 飽かず鑑賞　マチス展の皇太子
（（（（ （ （（ 日本文化への功績たたえて　マチス展ガーデン・パーティ開く
（（（（ （ （（ マチス画質と礼拝堂の下絵　パリにて 硲伊之助
（（（（ （ （（ 海の動物　マチスへの賛歌 滝口修造
（（（（ （ （（ マチス展を見る 小林秀雄
（（（（ （ （（ 「オダリスク」赤いズボンの　最高の名作オダリスク 西脇順三郎
（（（（ （ （（ （（（（ 年作“マルチニックの女”　マチス展より
（（（（ （ （（ “膝に肱つく女”（（（（ 年作　マチス展より
（（（（ （ （0 光琳とマチス 滝口修造
（（（（ （ （ 皇太后、 （日マチス展へ
（（（（ （ （ マチス展　熱望に応え会期延長
（（（（ （ （ 上野の山、（0 万人　会期延長マチス展長蛇の列
（（（（ （ （ バンス礼拝堂の壁画「ロザリオの聖母」マチス展 佐藤敬
（（（（ （ （ マチスの挿絵本 鈴木信太郎
（（（（ （ （ 皇太后陛下もマチス展ご覧
（（（（ （ （（ マチス展感謝状　文化 （団体から本社へ
（（（（ （ （（ マチス展に感謝　美術記者会から

三
〇
〇

開
催
の
実
現
ま
で
の
過
程
や
現
役
画
家
の
熱
量
等
が
臨
場
感
を
持
っ
て
示
さ

れ
、
読
者
と
共
有
さ
れ
て
い
く
。

　
そ
う
し
た
反
応
と
し
て
、
列
を
な
し
殺
到
す
る
来
場
者
の
様
子（
11
（

が
度
々
報
じ

ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
画
が
到
着
し
荷
解
き
が
始
ま
っ
た
こ
と（
11
（

を
受
け
、
館

に
駆
け
つ
け
る
画
家
た
ち（
11
（

、
開
催
前
日
に
行
わ
れ
た
三
〇
〇
〇
人
の
識
者
を
対

象
と
し
た
招
待
会
実
施（
11
（

、
会
期
中
盤
で
の
識
者
を
集
め
た
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー

テ
ィ
ー
開
催（
1（
（

の
様
子
、
天
皇
皇
后
観
覧
時
の
予
定
時
間
を
越
え
た
熱
心
な
鑑
賞

の
様
子（
11
（

、
日
本
美
術
家
連
盟
や
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
等
文
化
団
体
か
ら
の
マ
チ
ス

展
へ
の
感
謝
状
到
着（
11
（

な
ど
が
時
に
写
真
を
伴
っ
て
報
じ
ら
れ
る
。
読
者
自
身
も

こ
う
し
た
反
応
に
連
な
る
べ
き
貴
重
な
文
化
的
な
機
会
で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
発
信
と
し
て
も
機
能
し
、
さ
ら
な
る
来
場
者
を
呼
び
込
ん
だ
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。

　

　
さ
ら
に
開
催
に
際
し
て
フ
ラ
ン
ス
大
使
モ
ー
リ
ス
・
ド
ジ
ァ
ン
か
ら
の
日
本

展
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
吉
田
茂
首
相
か
ら
マ
チ
ス
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

公
表
さ
れ
る（
11
（

。
こ
の
こ
と
は
日
仏
交
流
が
―
―
外
交
が
開
か
れ
て
い
く
、
講
和

後
の
国
際
社
会
復
帰
を
想
起
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
国
家
規
模
の
動

き
に
な
っ
た
の
は
、
国
立
博
物
館
と
の
共
催
で
あ
っ
た
点
が
大
き
く
作
用
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
講
和
交
渉
が
進
む
な
か
で
、
新
聞
紙
面
に
お
い
て
も

講
和
条
件
等
、
独
立
後
の
日
本
を
め
ぐ
る
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

同
じ
誌
面
で
、
海
外
か
ら
こ
れ
ま
で
接
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
美
術
品
現
物

が
到
着
し
、
既
に
巨
匠
と
な
っ
て
い
る
マ
チ
ス
の
展
覧
会
が
実
現
し
て
い
く
過

程
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
講
和
後
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
に
対
す
る
期
待
と
合

わ
さ
っ
て
読
者
に
認
識
さ
れ
得
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
四
月
一
日
の
同
新

聞
号
外
で
講
和
条
約
草
案
の
全
容
が
報
じ
ら
れ
る
が
、
同
紙
面
に
て
同
時
に
マ

チ
ス
展
の
入
場
規
制
が
か
か
る
程
の
盛
況
ぶ
り
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

読
者
は
両
報
道
に
セ
ッ
ト
で
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
会
期
中
の

 表２　『夕刊読売』マチス展関連記事　
年 月 日 記事 執筆者 備考
（（（0 （ （ （ つの流れ　現代世界美術展に寄せて 福島繁太郎
（（（0 （ （0 〔現代世界美術展から・（0 世紀の美〕（　野獣派への反動 嘉門安雄 連載
（（（（ （ （ ニューヨークにて　 岡田謙三 画と文
（（（（ （ （（ マチス展　読売新聞社 社告
（（（（ （ （（ “裸婦”（点を追加　マチス展　徹夜の飾り付け
（（（（ （ （0 （000 人を招待　マチス開く　上野国立博物館
（（（（ （ （0 「未曽有の展覧会」　ドジャン仏大使の感激　アンリ・マチス展
（（（（ （ （（ マチス展　観覧者殺到　始まった一般公開　上野国立博物館
（（（（ （ （ “入場制限”の悲鳴　日曜の上野…マチス展へ人気爆発 号外（面
（（（（ （ （ 〔マチスを賛う〕謙虚な情熱　「ルノアールの庭」 高見順
（（（（ （ （ 〔マチスを賛う〕必然の道を　マチス展の少感 石川達三
（（（（ （ （ 春をかざるマチス展▽マチスとはどんない人？画で生き抜く （（ 年間
（（（（ （ （ 「ピアノの前の提琴家」マチス作 写真
（（（（ （ （ 〔マチスを讃う〕率直な表現　「室内の黒衣の娘」（（（（ 年作 宮本三郎
（（（（ （ （ 両陛下マチス展へ　（日あさ
（（（（ （ （ 両陛下マチス展をご覧　興趣深く鑑賞　予定時間すぎるご熱心さ
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕デッサンの娘たち 土方定一
（（（（ （ （（ “東京へ行きいたい”とマチス翁　会見の宇野千代女子みやげ話
（（（（ （ （（ 皇太子、あすマチス展へ
（（（（ （ （（ 〔読者の声〕マチス展を見て
（（（（ （ （（ 〔一日一題〕マチス会見記 猪熊弦一郎
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕優しいうちにも筋金 脇田和
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕不要な線皆無 里見勝蔵
（（（（ （ （（ マチス翁の秘書に美しいキモノ
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕マチスのデッサン　主として初期について 小磯良平
（（（（ （ （ 熱望にこたえて　マチス展会期延長 社告
（（（（ （ （ 〔マチスを讃う〕動いている絵　「青い室内」（（（（ 年作 青野季吉
（（（（ （ （ 皇太后陛下もマチス展へ　きょう特別鑑賞日
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開
催
の
実
現
ま
で
の
過
程
や
現
役
画
家
の
熱
量
等
が
臨
場
感
を
持
っ
て
示
さ

れ
、
読
者
と
共
有
さ
れ
て
い
く
。

　
そ
う
し
た
反
応
と
し
て
、
列
を
な
し
殺
到
す
る
来
場
者
の
様
子（
11
（

が
度
々
報
じ

ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
画
が
到
着
し
荷
解
き
が
始
ま
っ
た
こ
と（
11
（

を
受
け
、
館

に
駆
け
つ
け
る
画
家
た
ち（
11
（

、
開
催
前
日
に
行
わ
れ
た
三
〇
〇
〇
人
の
識
者
を
対

象
と
し
た
招
待
会
実
施（
11
（

、
会
期
中
盤
で
の
識
者
を
集
め
た
ガ
ー
デ
ン
・
パ
ー

テ
ィ
ー
開
催（
1（
（

の
様
子
、
天
皇
皇
后
観
覧
時
の
予
定
時
間
を
越
え
た
熱
心
な
鑑
賞

の
様
子（
11
（

、
日
本
美
術
家
連
盟
や
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
等
文
化
団
体
か
ら
の
マ
チ
ス

展
へ
の
感
謝
状
到
着（
11
（

な
ど
が
時
に
写
真
を
伴
っ
て
報
じ
ら
れ
る
。
読
者
自
身
も

こ
う
し
た
反
応
に
連
な
る
べ
き
貴
重
な
文
化
的
な
機
会
で
あ
る
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
発
信
と
し
て
も
機
能
し
、
さ
ら
な
る
来
場
者
を
呼
び
込
ん
だ
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。

　

　
さ
ら
に
開
催
に
際
し
て
フ
ラ
ン
ス
大
使
モ
ー
リ
ス
・
ド
ジ
ァ
ン
か
ら
の
日
本

展
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
吉
田
茂
首
相
か
ら
マ
チ
ス
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

公
表
さ
れ
る（
11
（

。
こ
の
こ
と
は
日
仏
交
流
が
―
―
外
交
が
開
か
れ
て
い
く
、
講
和

後
の
国
際
社
会
復
帰
を
想
起
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
国
家
規
模
の
動

き
に
な
っ
た
の
は
、
国
立
博
物
館
と
の
共
催
で
あ
っ
た
点
が
大
き
く
作
用
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
講
和
交
渉
が
進
む
な
か
で
、
新
聞
紙
面
に
お
い
て
も

講
和
条
件
等
、
独
立
後
の
日
本
を
め
ぐ
る
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、

同
じ
誌
面
で
、
海
外
か
ら
こ
れ
ま
で
接
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
美
術
品
現
物

が
到
着
し
、
既
に
巨
匠
と
な
っ
て
い
る
マ
チ
ス
の
展
覧
会
が
実
現
し
て
い
く
過

程
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
講
和
後
の
国
際
社
会
へ
の
復
帰
に
対
す
る
期
待
と
合

わ
さ
っ
て
読
者
に
認
識
さ
れ
得
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
四
月
一
日
の
同
新

聞
号
外
で
講
和
条
約
草
案
の
全
容
が
報
じ
ら
れ
る
が
、
同
紙
面
に
て
同
時
に
マ

チ
ス
展
の
入
場
規
制
が
か
か
る
程
の
盛
況
ぶ
り
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

読
者
は
両
報
道
に
セ
ッ
ト
で
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
会
期
中
の

 表２　『夕刊読売』マチス展関連記事　
年 月 日 記事 執筆者 備考
（（（0 （ （ （ つの流れ　現代世界美術展に寄せて 福島繁太郎
（（（0 （ （0 〔現代世界美術展から・（0 世紀の美〕（　野獣派への反動 嘉門安雄 連載
（（（（ （ （ ニューヨークにて　 岡田謙三 画と文
（（（（ （ （（ マチス展　読売新聞社 社告
（（（（ （ （（ “裸婦”（点を追加　マチス展　徹夜の飾り付け
（（（（ （ （0 （000 人を招待　マチス開く　上野国立博物館
（（（（ （ （0 「未曽有の展覧会」　ドジャン仏大使の感激　アンリ・マチス展
（（（（ （ （（ マチス展　観覧者殺到　始まった一般公開　上野国立博物館
（（（（ （ （ “入場制限”の悲鳴　日曜の上野…マチス展へ人気爆発 号外（面
（（（（ （ （ 〔マチスを賛う〕謙虚な情熱　「ルノアールの庭」 高見順
（（（（ （ （ 〔マチスを賛う〕必然の道を　マチス展の少感 石川達三
（（（（ （ （ 春をかざるマチス展▽マチスとはどんない人？画で生き抜く （（ 年間
（（（（ （ （ 「ピアノの前の提琴家」マチス作 写真
（（（（ （ （ 〔マチスを讃う〕率直な表現　「室内の黒衣の娘」（（（（ 年作 宮本三郎
（（（（ （ （ 両陛下マチス展へ　（日あさ
（（（（ （ （ 両陛下マチス展をご覧　興趣深く鑑賞　予定時間すぎるご熱心さ
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕デッサンの娘たち 土方定一
（（（（ （ （（ “東京へ行きいたい”とマチス翁　会見の宇野千代女子みやげ話
（（（（ （ （（ 皇太子、あすマチス展へ
（（（（ （ （（ 〔読者の声〕マチス展を見て
（（（（ （ （（ 〔一日一題〕マチス会見記 猪熊弦一郎
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕優しいうちにも筋金 脇田和
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕不要な線皆無 里見勝蔵
（（（（ （ （（ マチス翁の秘書に美しいキモノ
（（（（ （ （（ 〔マチスを讃う〕マチスのデッサン　主として初期について 小磯良平
（（（（ （ （ 熱望にこたえて　マチス展会期延長 社告
（（（（ （ （ 〔マチスを讃う〕動いている絵　「青い室内」（（（（ 年作 青野季吉
（（（（ （ （ 皇太后陛下もマチス展へ　きょう特別鑑賞日
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四
月
一
一
日
に
は
、Ｇ
Ｈ
Ｑ
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
罷
免
さ
れ
て
日
本
を
去
る
が
、

そ
う
し
た
「
占
領
」
の
節
目
を
迎
え
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
講
和
に
向
け
て

の
動
き
が
進
む
中
、
新
聞
社
・
国
立
の
機
関
の
共
催
で
本
展
覧
会
が
行
わ
れ
、
開

催
関
連
情
報
が
日
々
発
信
さ
れ
読
者
と
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
本
展
覧
会

が
社
会
現
象
化
す
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
開
催
開
始
前
々
日
の
社
説
「
マ
チ
ス
展
を
い
か
に
見
る
か（
11
（

」
で
は
、
マ
チ
ス
か

ら
の
「
日
本
展
の
言
葉
」
を
引
き
な
が
ら
、「“
制
作
”
に
対
す
る
全
面
的
な
“
真

摯
さ
”
を
理
解
し
、
マ
チ
ス
芸
術
の
精
神
を
体
得
す
る
こ
と
」
が
重
要
だ
と
指
南

も
行
わ
れ
る
。
ま
た
会
期
中
に
は
読
売
新
聞
社
主
催
で
読
売
文
化
教
室「
ア
ン
リ
・

マ
チ
ス
の
夕（
11
（

」
と
題
さ
れ
た
、
青
山
義
雄
・
西
脇
順
三
郎
・
林
芙
美
子
・
猪
熊
弦

一
郎
に
よ
る
四
本
の
講
演
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ン
ポ
―
監
督
の
記
録
映
画
「
ア
ン

リ
・
マ
チ
ス
」（
在
仏
経
験
の
あ
る
画
家
佐
藤
敬
の
解
説
付
。
日
本
で
は
一
九
五
〇
年
一
一

月
上
映
）か
ら
成
る
イ
ベ
ン
ト
が
読
売
ホ
ー
ル
に
て
入
場
無
料
で
開
催
さ
れ
た
。
展

覧
会
場
外
で
用
意
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
同
紙

面
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る（
11
（

。

　
四
、
文
学
者
の
言
説

　　
さ
て
紙
面
上
で
開
催
前
・
会
期
中
に
発
信
さ
れ
た
の
は
、
展
覧
会
で
現
物
観
覧

で
き
る
マ
チ
ス
絵
画
の
画
像
で
の
紹
介
と
と
も
に
、
画
家
・
文
学
者
に
よ
る
絵
の

紹
介
、
実
際
に
既
に
展
観
し
て
き
た
感
想
、
ま
た
美
術
・
文
学
の
分
野
を
越
え
て

行
わ
れ
た
座
談
会
等
で
あ
る
。
先
述
の
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
の
夕
」
登
壇
者
も
分

野
を
越
え
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
画
家
で
は
な
い
文
学
者
た
ち
が
マ
チ
ス
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
一
九
五
一
年
の
マ
チ
ス
受
容
に
寄
与
し
た
の
か
。
本
稿
で
は

読
売
新
聞
社
の
朝
刊
紙
『
読
売
新
聞
』・
夕
刊
紙
『
夕
刊
読
売
』
誌
面
で
の
言
説
を

見
て
い
き
た
い
。

　
朝
刊
紙
『
読
売
新
聞
』
で
の
文
学
者
が
関
係
す
る
記
事
は
時
系
列
順
に
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
① 

�

四
月
九
日
「
座
談
会

　
画
家
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス

　
マ
チ
ス
展
を
開
く
ま
で

の
秘
話
」（
倉
林
正
蔵
・
佐
藤
敬
・
高
見
順
・
福
田
豊
四
郎
・
嘉
門
安
雄
）

　
② 

�

四
月
一
六
日

　
滝
口
修
造
「
海
の
動
物

　
マ
チ
ス
へ
の
賛
歌
」

　
③ 

�

四
月
二
三
日

　
小
林
秀
雄
「
マ
チ
ス
展
を
見
る
」

　
④ 

�

四
月
二
三
日

　
西
脇
順
三
郎
「「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
赤
い
ズ
ボ
ン
の
一
九
二
二

年
作

　
最
高
の
名
作
オ
ダ
リ
ス
ク
」

　
⑤ 

�

四
月
三
〇
日

　
滝
口
修
造
「
光
琳
と
マ
チ
ス
」

　
⑥ 

�

五
月
七
日

　
　
鈴
木
信
太
郎
「
マ
チ
ス
の
挿
絵
本
」

　
一
方
の
夕
刊
紙
『
夕
刊
読
売
』
で
の
文
学
者
に
よ
る
記
事
は
時
系
列
順
に
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　
⑦ 

�

四
月
二
日

　 

高
見
順
「〔
マ
チ
ス
を
賛
う
〕
謙
虚
な
情
熱
「
ル
ノ
ア
ー
ル

の
庭
」」

　
⑧ 

�

四
月
四
日

　 

石
川
達
三
「〔
マ
チ
ス
を
賛
う
〕
必
然
の
道
を

　
マ
チ
ス
展

の
少
感
」

　
⑨ 

�

五
月
七
日

　 

青
野
季
吉
「〔
マ
チ
ス
を
讃
う
〕
動
い
て
い
る
絵

　「
青
い

室
内
」
一
九
四
七
年
作
」

　
な
お
、
⑦
⑧
⑨
の
「〔
マ
チ
ス
を
賛
う
／
讃
う
〕」
は
、
会
期
中
に
計
八
回
の
シ

リ
ー
ズ
と
し
て
、展
示
中
の
マ
チ
ス
の
画
を
毎
回
一
点
図
版
で
示
し
、マ
チ
ス
の
画

な
い
し
マ
チ
ス
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
て
い
る
。
八
回
の
書
き

手
は
高
見
順
、
石
川
達
三
、
青
野
季
吉
ら
三
名
の
文
学
者
の
他
、
四
名
の
画
家
（
宮

本
三
郎
、
脇
田
和
、
里
見
勝
蔵
、
小
磯
良
平
）
と
美
術
史
家
（
土
方
定
一
）
が
担
っ
た
。

　　
文
学
者
た
ち
が
言
及
・
関
心
を
寄
せ
た
マ
チ
ス
絵
画
の
時
期
に
分
類
し
て
、
そ

の
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

三
〇
二

　
③
④
⑦
①
は
本
展
覧
会
で
は
「
回
顧
」
の
部
分
に
言
及
し
て
い
る
。

　
小
林
秀
雄
（
③
）
は
他
と
比
べ
て
長
め
の
展
覧
会
評
と
な
っ
て
い
る
。「
た
だ
一

人
で
黙
々
と
努
力
し
て
い
る
色
彩
。
こ
れ
は
見
て
い
て
不
思
議
な
安
堵
を
覚
え
る

も
の
だ
。
そ
し
て
確
か
な
人
間
は
他
人
を
説
得
し
よ
う
な
ど
と
思
わ
ぬ
人
間
に
し

か
決
し
て
本
当
に
は
説
得
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
の
秘
密
を
知
っ
て

い
る
も
の
は
芸
術
家
だ
け
だ
。
そ
こ
に
平
和
が
あ
る
。
力
の
均
衡
に
よ
る
政
治
的

平
和
な
ど
見
か
け
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
マ
チ
ス
の
努
力
し
続
け
る
姿
勢
が

芸
術
と
し
て
結
実
し
、
見
る
も
の
を
説
得
す
る
と
指
摘
す
る
。
小
林
は
油
絵
の
部

屋
に
捉
え
ら
れ
た
と
い
う
。
油
絵
の
部
屋
に
は
、「
桃
の
花
ざ
か
り
」（Pêche�en�

fleurs,

一
八
九
九
年
）
か
ら
「
室
内
に
立
て
る
裸
」（N

u�debout�dans�un�intériur,

一
九
四
七
年
）
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
小
型
の
作
品
一
六
点
と
、
国
内
か
ら
集

ま
っ
た
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
一
三
点
の
計
二
九
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　
小
林
は
こ
の
部
屋
に
展
示
さ
れ
た
五
〇
年
間
の
絵
画
の
追
究
の
変
遷
を
辿
り
、

そ
の
道
筋
に
「
よ
く
納
得
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
、
そ
こ
に
マ
チ
ス
と

い
う
芸
術
家
の
シ
ス
テ
ム
を
の
意
味
を
説
く
。
具
体
的
に
画
名
を
挙
げ
て
評
価
す

る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
部
屋
の
始
終
を
示
す
二
作
の
他
、「「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
赤
い

ズ
ボ
ン
の
」（O

dalisques,�à�pantalon�rouge,

一
九
二
二
年
）、「
立
て
る
踊
り
子
」

（D
anseuse�debout,

一
九
二
七
年
）、「
鏡
の
前
の
裸
」（N

u�devant�la�glace,

一
九
二
九

年
）
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
の
構
成
が
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
が
、
複
製
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
近
代
日
本
で
見

て
き
た
画
を
確
認
す
る
場
で
あ
っ
た
面
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
西
脇
順
三
郎
（
④
）
は
「「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
赤
い
ズ
ボ
ン
の
」（O

dalisques,�à�

pantalon�rouge,

一
九
二
二
年
作
）
に
「
色
調
と
線
と
構
図
の
三
拍
子
が
揃
つ
た
婉

曲
微
妙
な
天
才
」
を
見
出
し
、「
自
然
を
細
や
か
に
観
察
し
、
敬
愛
し
、
自
然
が
与

え
る
情
緒
を
描
」
い
て
い
る
点
を
「
リ
リ
カ
ル
な
詩
人
」
と
評
価
す
る
。

　
高
見
順
は
、①
の
座
談
会
と
〔
マ
チ
ス
を
賛
う
〕（
⑦
）
を
発
信
し
て
い
る
。
座

談
会
（
①
）
は
洋
画
家
（
佐
藤
敬
・
倉
林
正
蔵
）・
文
学
者
（
高
見
順
）・
日
本
画
家

（
福
田
豊
四
郎
）・
主
催
（
国
立
博
物
館
）
展
覧
会
担
当
（
嘉
門
安
雄
）
に
よ
る
も
の
で
、

マ
チ
ス
展
開
催
ま
で
の
経
緯
、
デ
ッ
サ
ン
・
芸
術
表
現
の
あ
り
方
、
東
洋
芸
術
と

の
関
係
、
色
彩
を
開
放
し
た
画
家
と
し
て
の
魅
力
、
創
作
探
究
の
あ
り
方
、
教
会

と
い
う
題
材
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
高
見
が
一
貫
し

て
述
べ
て
い
る
の
は
、「
長
年
の
探
究
の
過
程
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、「
自
分
自

身
の
仕
事
と
結
び
つ
け
て
基
礎
」
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
画
を
通
じ
て
理
解
で
き

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
⑦
は
「
ル
ノ
ア
ー
ル
の
庭
」（Jardin�de�Renoir,

一
九
一
七

年
）
を
取
り
上
げ
、
回
顧
的
な
展
示
部
分
よ
り
、「
桃
の
花
ざ
か
り
」（Pêche�en�

fleurs,

一
八
九
九
年
）「
マ
ル
セ
イ
ユ
港
」（Port�de�M

aeseille,�au�fond�un�bateau�

japonais�cam
ouflé,

一
九
一
六
年
）
と
年
代
順
に
観
覧
の
後
、
魅
せ
ら
れ
た
点
と
し

て
「
謙
虚
な
情
熱
に
打
た
れ
た
」
と
マ
チ
ス
の
絵
画
へ
の
姿
勢
へ
の
共
感
が
語
ら

れ
る
。

　
　

　
他
方
、
マ
チ
ス
の
近
作
・
新
作
に
言
及
す
る
の
は
②
⑤
⑥
⑧
⑨
で
あ
る
。

　
滝
口
修
造
（
②
）
は
、「
海
の
動
物
」（Les�bêtes�de�la�m

er,

一
九
五
〇
年
）
の

切
紙
絵
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
。「
今
日
と
未
来
の
境
に
立
ち
つ
く
す
／
長
い
日
々
に

つ
か
れ
た
旅
人
た
ち
に
／
画
家
マ
チ
ス
の
聖
な
る
水
族
館
が
ひ
ら
か
れ
る
」「
あ
ま

た
は
今
海
の
動
物
を
描
く
／
新
し
い
寓
話
の
作
者
」
と
、
マ
チ
ス
が
創
作
の
新
た

な
扉
を
開
け
続
け
る
マ
チ
ス
へ
の
賛
歌
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
の
「
光
琳
と
マ
チ

ス
」（
⑤
）
で
は
、
マ
チ
ス
展
と
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
宗
達
・
光
琳
派

展
」（
四
月
七
日
～
五
月
六
日
、
本
館
二
階
全
室
）
を
受
け
て
、
光
琳
と
マ
チ
ス
を
比

較
す
る
。
同
展
は
琳
派
芸
術
の
集
大
成
で
、
光
悦
・
宗
達
・
光
琳
・
乾
山
・
抱
一

ら
代
表
作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
近
代
絵
画
の
作
品
も
加
え
て
約
一
八
〇
点
が
展

示
さ
れ
た（
11
（

。
滝
口
の
批
評
は
、
琳
派
・
マ
チ
ス
両
方
を
観
る
こ
と
で
見
出
せ
た
両

者
の
共
通
性
へ
の
言
及
が
特
徴
的
で
あ
る
。
光
琳
も
マ
チ
ス
も
極
度
の
単
純
化
と

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者
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③
④
⑦
①
は
本
展
覧
会
で
は
「
回
顧
」
の
部
分
に
言
及
し
て
い
る
。

　
小
林
秀
雄
（
③
）
は
他
と
比
べ
て
長
め
の
展
覧
会
評
と
な
っ
て
い
る
。「
た
だ
一

人
で
黙
々
と
努
力
し
て
い
る
色
彩
。
こ
れ
は
見
て
い
て
不
思
議
な
安
堵
を
覚
え
る

も
の
だ
。
そ
し
て
確
か
な
人
間
は
他
人
を
説
得
し
よ
う
な
ど
と
思
わ
ぬ
人
間
に
し

か
決
し
て
本
当
に
は
説
得
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
人
間
の
秘
密
を
知
っ
て

い
る
も
の
は
芸
術
家
だ
け
だ
。
そ
こ
に
平
和
が
あ
る
。
力
の
均
衡
に
よ
る
政
治
的

平
和
な
ど
見
か
け
だ
け
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
マ
チ
ス
の
努
力
し
続
け
る
姿
勢
が

芸
術
と
し
て
結
実
し
、
見
る
も
の
を
説
得
す
る
と
指
摘
す
る
。
小
林
は
油
絵
の
部

屋
に
捉
え
ら
れ
た
と
い
う
。
油
絵
の
部
屋
に
は
、「
桃
の
花
ざ
か
り
」（Pêche�en�

fleurs,

一
八
九
九
年
）
か
ら
「
室
内
に
立
て
る
裸
」（N

u�debout�dans�un�intériur,

一
九
四
七
年
）
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
小
型
の
作
品
一
六
点
と
、
国
内
か
ら
集

ま
っ
た
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
一
三
点
の
計
二
九
点
が
展
示
さ
れ
た
。

　
小
林
は
こ
の
部
屋
に
展
示
さ
れ
た
五
〇
年
間
の
絵
画
の
追
究
の
変
遷
を
辿
り
、

そ
の
道
筋
に
「
よ
く
納
得
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
」
と
、
そ
こ
に
マ
チ
ス
と

い
う
芸
術
家
の
シ
ス
テ
ム
を
の
意
味
を
説
く
。
具
体
的
に
画
名
を
挙
げ
て
評
価
す

る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
部
屋
の
始
終
を
示
す
二
作
の
他
、「「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
赤
い

ズ
ボ
ン
の
」（O

dalisques,�à�pantalon�rouge,

一
九
二
二
年
）、「
立
て
る
踊
り
子
」

（D
anseuse�debout,

一
九
二
七
年
）、「
鏡
の
前
の
裸
」（N

u�devant�la�glace,
一
九
二
九

年
）
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
の
構
成
が
一
九
二
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
が
、
複
製
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
近
代
日
本
で
見

て
き
た
画
を
確
認
す
る
場
で
あ
っ
た
面
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
西
脇
順
三
郎
（
④
）
は
「「
オ
ダ
リ
ス
ク
」
赤
い
ズ
ボ
ン
の
」（O

dalisques,�à�

pantalon�rouge,

一
九
二
二
年
作
）
に
「
色
調
と
線
と
構
図
の
三
拍
子
が
揃
つ
た
婉

曲
微
妙
な
天
才
」
を
見
出
し
、「
自
然
を
細
や
か
に
観
察
し
、
敬
愛
し
、
自
然
が
与

え
る
情
緒
を
描
」
い
て
い
る
点
を
「
リ
リ
カ
ル
な
詩
人
」
と
評
価
す
る
。

　
高
見
順
は
、①
の
座
談
会
と
〔
マ
チ
ス
を
賛
う
〕（
⑦
）
を
発
信
し
て
い
る
。
座

談
会
（
①
）
は
洋
画
家
（
佐
藤
敬
・
倉
林
正
蔵
）・
文
学
者
（
高
見
順
）・
日
本
画
家

（
福
田
豊
四
郎
）・
主
催
（
国
立
博
物
館
）
展
覧
会
担
当
（
嘉
門
安
雄
）
に
よ
る
も
の
で
、

マ
チ
ス
展
開
催
ま
で
の
経
緯
、
デ
ッ
サ
ン
・
芸
術
表
現
の
あ
り
方
、
東
洋
芸
術
と

の
関
係
、
色
彩
を
開
放
し
た
画
家
と
し
て
の
魅
力
、
創
作
探
究
の
あ
り
方
、
教
会

と
い
う
題
材
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
て
い
る
。
高
見
が
一
貫
し

て
述
べ
て
い
る
の
は
、「
長
年
の
探
究
の
過
程
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、「
自
分
自

身
の
仕
事
と
結
び
つ
け
て
基
礎
」
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
画
を
通
じ
て
理
解
で
き

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
⑦
は
「
ル
ノ
ア
ー
ル
の
庭
」（Jardin�de�Renoir,

一
九
一
七

年
）
を
取
り
上
げ
、
回
顧
的
な
展
示
部
分
よ
り
、「
桃
の
花
ざ
か
り
」（Pêche�en�

fleurs,

一
八
九
九
年
）「
マ
ル
セ
イ
ユ
港
」（Port�de�M

aeseille,�au�fond�un�bateau�

japonais�cam
ouflé,

一
九
一
六
年
）
と
年
代
順
に
観
覧
の
後
、
魅
せ
ら
れ
た
点
と
し

て
「
謙
虚
な
情
熱
に
打
た
れ
た
」
と
マ
チ
ス
の
絵
画
へ
の
姿
勢
へ
の
共
感
が
語
ら

れ
る
。

　
　

　
他
方
、
マ
チ
ス
の
近
作
・
新
作
に
言
及
す
る
の
は
②
⑤
⑥
⑧
⑨
で
あ
る
。

　
滝
口
修
造
（
②
）
は
、「
海
の
動
物
」（Les�bêtes�de�la�m

er,

一
九
五
〇
年
）
の

切
紙
絵
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
。「
今
日
と
未
来
の
境
に
立
ち
つ
く
す
／
長
い
日
々
に

つ
か
れ
た
旅
人
た
ち
に
／
画
家
マ
チ
ス
の
聖
な
る
水
族
館
が
ひ
ら
か
れ
る
」「
あ
ま

た
は
今
海
の
動
物
を
描
く
／
新
し
い
寓
話
の
作
者
」
と
、
マ
チ
ス
が
創
作
の
新
た

な
扉
を
開
け
続
け
る
マ
チ
ス
へ
の
賛
歌
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
の
「
光
琳
と
マ
チ

ス
」（
⑤
）
で
は
、
マ
チ
ス
展
と
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
「
宗
達
・
光
琳
派

展
」（
四
月
七
日
～
五
月
六
日
、
本
館
二
階
全
室
）
を
受
け
て
、
光
琳
と
マ
チ
ス
を
比

較
す
る
。
同
展
は
琳
派
芸
術
の
集
大
成
で
、
光
悦
・
宗
達
・
光
琳
・
乾
山
・
抱
一

ら
代
表
作
家
の
作
品
を
中
心
に
、
近
代
絵
画
の
作
品
も
加
え
て
約
一
八
〇
点
が
展

示
さ
れ
た（
11
（

。
滝
口
の
批
評
は
、
琳
派
・
マ
チ
ス
両
方
を
観
る
こ
と
で
見
出
せ
た
両

者
の
共
通
性
へ
の
言
及
が
特
徴
的
で
あ
る
。
光
琳
も
マ
チ
ス
も
極
度
の
単
純
化
と

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

三
〇
三
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抽
象
化
を
通
し
て
「
人
の
心
を
慰
め
る
芸
術
」
が
成
就
し
て
い
る
と
分
析
し
、
東

西
問
わ
ず
芸
術
の
達
成
し
う
る
境
地
を
指
摘
す
る
。

　
鈴
木
信
太
郎
（
⑥
）
は
展
覧
会
全
体
の
感
想
と
し
て
、「
強
く
感
動
し
た
展
覧
会

は
、
十
数
年
来
見
た
こ
と
が
な
い
。
競
泳
の
競
り
合
い
や
闘
牛
の
ス
リ
ル
を
見
た

時
の
興
奮
が
、
そ
れ
ら
と
ま
っ
た
く
異
質
な
静
的
な
美
の
世
界
、
一
本
の
鉛
筆
の

跡
に
お
い
て
感
得
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
種
の
驚
愕
で
も
あ
り
神
秘
で
も
あ
っ
た
」

と
述
べ
る
。
ま
た
仏
文
学
者
の
見
地
か
ら
、
本
展
覧
会
に
よ
り
日
本
で
は
初
め
て

展
示
さ
れ
た
、ボ
ー
ド
レ
ー
ル
「
悪
の
華
」（
告
白
）
の
挿
絵
（Les�Fleurs�du�M
al.�

Ch.�Baudelaire.�Editeur:�La�Bibliothèque�Française,Paris.

一
九
四
七
年
）を
掲
げ

つ
つ
、
他
に
も
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ル
レ
ア
ン
詩
集
等
へ
の
挿
絵
（Poêm
e�de�Charles�

d’O
rléans.�M

anuscrits�et�illustrés�par�H
.�M

atisse.�Editeur:�T
eriade,Paris.

一
九
五
〇
年
）
に
言
及
し
な
が
ら
、
マ
チ
ス
の
「
デ
ッ
サ
ン
の
見
事
さ
、
印
刷
と

デ
ッ
サ
ン
の
調
和
、
本
の
内
容
と
画
家
の
精
神
の
一
致
が
あ
る
」
と
評
価
す
る
。

　
石
川
達
三（
⑧
）は
本
展
覧
会
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
ヴ
ァ
ン
ス
礼
拝
堂
の
た
め

の
作
品
で
あ
る「「
聖
ド
ミ
ニ
ッ
ク
」の
手
の
墨
ペ
ン
に
よ
る
習
作
」（Photographie�

de�létude�à�l’encre�de�m
ain�pour�“St.�D

om
inique”

、
一
九
四
七
年
）
を
取
り
上
げ

つ
つ
、
全
て
「
一
枚
の
デ
ッ
サ
ン
に
も
決
し
て
偶
然
を
期
待
し
て
は
い
な
い
。
誠

に
堅
実
の
う
え
も
な
い
道
を
歩
い
て
い
る
。
殆
ど
愚
直
と
い
う
に
近
い
。
キ
リ
ス

ト
を
十
字
架
か
ら
降
ろ
す
場
面
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
、
彼
は
何
枚
と
な
く
描
い

て
み
る
。
礼
拝
堂
の
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ
ス
の
単
純
な
色
紙
細
工
を
、
実
物
大
に
し

て
丹
念
に
造
っ
て
み
る
。
ま
る
で
子
供
の
よ
う
な
愚
直
さ
で
は
な
い
か
（
略
）
ひ

た
す
ら
に
必
然
を
追
究
し
て
い
く
恐
ろ
し
い
ほ
ど
に
執
拗
な
彼
の
精
神
が
あ
ふ
れ

て
い
る
」
マ
チ
ス
の
創
作
態
度
に
つ
い
て
「
芸
術
家
」
皆
に
必
要
な
態
度
で
あ
る

こ
と
へ
の
感
銘
を
述
べ
る
。

　
青
野
季
吉
（
⑨
）
は
「
青
い
室
内
」（Petit�intérieur�bleu,

一
九
四
七
年
）
を
取

り
上
げ
、「
色
も
、
線
も
あ
ん
な
に
人
工
的
で
あ
り
な
が
ら
、
た
っ
た
今
自
然
か
ら

流
れ
出
た
ば
か
り
の
よ
う
な
新
鮮
さ
」
を
持
ち
、「
全
体
が
刻
々
に
調
和
を
生
ん
で

や
ま
な
い
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
絵
」
だ
と
評
し
、
複
製
で
は
及
ば
な
い
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
観
覧
に
よ
っ
て
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
指
摘
す
る
。

　
全
体
的
に
、
こ
れ
ま
で
も
ま
た
近
作
か
ら
も
得
ら
れ
る
、
マ
チ
ス
の
絶
え
ず
や

ま
な
い
創
作
追
究
と
い
っ
た
「
創
作
」
に
対
す
る
誠
実
・
真
摯
な
姿
勢
へ
の
関

心
・
納
得
・
感
銘
は
皆
共
通
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
マ
チ
ス
自
身
の
本
展
へ
の
希

望
と
違
わ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
画
の
技
法
へ
の
言
及
よ
り
も
こ
う
し
た

創
作
追
究
へ
の
真
摯
な
姿
勢
へ
の
言
及
が
多
い
の
は
、
画
の
専
門
家
で
は
な
い
立

場
で
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
自
ら
が
言
語
を
扱
う
芸
術
家
と
し

て
「
創
作
」
に
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
実
感
を
伴
っ
た
共
感
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
青
野
の
評
価
す
る
よ
う
な
、
実
物
観
覧
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
初
め
て

気
づ
く
画
の
魅
力
へ
の
言
及
は
、
近
代
日
本
が
複
製
を
通
し
て
西
洋
文
化
を
受
容

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
の
気
付
き
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
本
展
覧
会
が

新
作
・
近
作
が
メ
イ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
、
戦
時
に
よ
る
空
白
以
前
に
受
容
し
て

き
た
一
九
二
〇
年
代
ま
で
の
マ
チ
ス
絵
画
へ
の
言
及
の
割
合
が
一
定
数
を
占
め
る

の
は
、「
近
代
日
本
」
で
複
製
で
親
し
み
、
受
容
し
て
き
た
こ
と
を
現
物
で
確
認
し

た
い
／
受
容
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
現
物
実
観
が
響
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方

の
マ
チ
ス
の
現
在
が
拓
く
新
た
な
仕
事
へ
の
言
及
に
お
い
て
、
滝
口
が
同
時
期
開

催
の
琳
派
展
と
の
比
較
で
指
摘
し
た
よ
う
な
、
芸
術
の
達
成
が
東
西
を
問
わ
ず
、

「
人
の
心
を
慰
め
る
芸
術
」
で
あ
る
と
の
評
は
、
同
時
代
の
、
困
難
な
時
期
の
末
に

到
達
し
つ
つ
あ
る
新
た
な
境
地
と
い
う
状
況
と
も
響
き
合
う
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
過
去
と
の
向
き
合
い
方
、
ま
た
そ
の
先
に
あ
る
現
在
と
の
向
き
合

い
方
、
こ
れ
は
文
学
者
だ
け
で
な
く
、
読
者
た
ち
に
も
共
有
さ
れ
た
感
覚
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
『
読
売
新
聞
』『
夕
刊
読
売
』
を
対
象
と
し
た
が
、
マ
チ
ス
展

三
〇
四

の
反
応
は
、『
芸
術
新
潮
』『
ア
ト
リ
ヱ
』『
美
術
手
帖
』『
み
づ
ゑ
』
等
の
雑
誌
で

も
特
集
さ
れ
、
今
回
取
り
上
げ
た
文
学
者
た
ち
以
外
に
も
様
々
な
言
説
が
あ
る
。

さ
ら
に
は
こ
の
先
に
各
作
家
の
創
作
へ
と
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
も
、
検
証
が
必
要
と
言
え
る
。
別
稿
を
期
し
た
い
。

注（
1
）�

浅
野
敞
一
郎
『
戦
後
美
術
展
略
史

　
一
九
四
五
―
一
九
九
〇
』
求
龍
堂
、一
九
九
七
・
二
、�

九
～
三
六
頁
、
陶
山
伊
知
郎
『
近
代
日
本
美
術
展
史
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
二
三
・
五
、�

一
三
四
～
一
三
九
頁
。

（
2
）
例
え
ば
、
日
本
・
海
外
と
も
初
め
て
近
現
代
の
交
流
が
可
能
に
な
る
箱
も
の
と
し
て
、
国

立
の
近
代
美
術
館
建
設
へ
の
要
望
が
具
体
化
し
、一
九
五
一
年
度
に
予
算
化
さ
れ
る
段
階

に
あ
っ
た
（
開
館
は
一
九
五
二
年
）。
他
、神
奈
川
県
立
美
近
代
美
術
館
（
一
九
五
一
年
）

や
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
（
一
九
五
二
年
）
の
開
館
な
ど
ま
さ
に
文
化
状
況
が
変
化
し
よ

う
と
す
る
時
期
に
あ
っ
た
。

（
3
）
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
と
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
日
本
」『
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要
』
8
、

二
〇
〇
三
・
三
、
関
直
子
「
光
を
通
す
布

　
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の
展
覧
会
」『
ユ
リ

イ
カ
』
53
（
5
）、
二
〇
二
一
・
五
、
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
の
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の

個
展
、そ
し
て
ア
ト
リ
エ
」
大
久
保
恭
子
編
『
21
世
紀
か
ら
み
た
マ
テ
ィ
ス

　
思
考
の
万

華
鏡
』
三
元
社
、
二
〇
二
五
・
二
、一
七
五
―
二
〇
五
頁
、
今
津
京
子
「
日
本
で
初
め
て
の

マ
テ
ィ
ス
展
（
一
九
五
一
年
）」『
マ
テ
ィ
ス

　
自
由
な
フ
ォ
ル
ム
』
展
図
録
、二
四
八
―

二
五
三
頁
な
ど
。

（
4
）
土
方
定
一
「
日
本
版

　
マ
チ
ス
画
集
」『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
年
七
月
二
三
日
朝
刊

（
5
）
会
期
は
当
初
五
月
六
日
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
五
月
一
三
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
た
。

（
6
）『
東
京
国
立
博
物
館
百
五
十
年
史
資
料
編
』
東
京
国
立
博
物
館
、二
〇
二
三
・
九
、三
九
八

頁

（
7
）
嘉
門
安
雄
「
マ
チ
ス
展
の
記
録
に
か
え
て
」『M

U
SEU

M

』（
一
九
五
一
・
五
、二
六
～

三
〇
頁
）
や
海
藤
日
出
男
「
展
望
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
秋
山
邦
晴
ほ
か
『
文
化
の
仕
掛
人

　

現
代
文
化
の
磁
場
と
透
視
図
』（
青
土
社
、
一
九
八
五
・
一
〇
、
三
九
九
～
四
一
〇
頁
）

で
は
、の
ち
に
主
催
と
な
る
読
売
新
聞
社
と
国
立
博
物
館
展
の
覧
会
担
当
に
計
画
を
相
談

の
う
え
で
の
渡
欧
と
の
回
想
が
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
硲
伊
之
助
『
パ
リ
の
窓
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
二
・
九
）
に
詳
し
い
。
そ
の
他
、
硲

夫
人
ア
デ
リ
ア
・
ロ
ゾ
ラ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
日
本
展
実
現
ま
で
の
経
緯
を
伝
え
る
貴

重
な
証
言
で
あ
る
（
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
の
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の
個
展
、そ
し
て
ア

ト
リ
エ
」（
大
久
保
恭
子
編
『
21
世
紀
か
ら
み
た
マ
テ
ィ
ス

　
思
考
の
万
華
鏡
』
三
元
社
、

二
〇
二
五
・
二
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
））。

（
9
）
関
直
子
に
よ
る
東
京
国
立
博
物
館
『
重
要
雑
録
』（
一
九
五
〇
年
）
の
調
査
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
（
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
の
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の
個
展
、そ
し
て
ア

ト
リ
エ
」（
大
久
保
恭
子
編
『
21
世
紀
か
ら
み
た
マ
テ
ィ
ス

　
思
考
の
万
華
鏡
』
三
元
社
、

二
〇
二
五
・
二
、一
八
二
～
一
八
三
頁
））。
現
在
、関
の
調
査
し
た
当
該
資
料
は
閲
覧
不
可

と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）
硲
伊
之
助
『
パ
リ
の
窓
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
二
・
九
、
一
四
～
四
三
頁
、
お
よ
び

『
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
』
展
図
録
、
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
、
一
九
～

三
〇
頁
。

（
11
）『
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
』
展
図
録
、
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
、
一
九
―

三
〇
頁

（
12
）『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
五
一
・
四

（
13
）
硲
伊
之
助
『
パ
リ
の
窓
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
二
・
九
、三
九
～
四
〇
頁

（
14
）
嘉
門
安
雄
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
汗
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
・
一
、四
七
～
六
五
頁

（
15
）
嘉
門
安
雄
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
汗
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
・
一
、五
二
頁

（
16
）『
読
売
新
聞
』
は
当
時
朝
刊
の
み
、
一
九
四
九
年
の
夕
刊
紙
ブ
ー
ム
を
受
け
る
形
で
、『
夕

刊
読
売
』が
朝
刊
と
は
別
個
の
独
立
し
た
新
聞
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
年

一
〇
月
に
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
復
活
・
朝
夕
刊
セ
ッ
ト
体
制
に
な
る
ま
で
発
行
さ
れ
て
い

た
。（『
読
売
新
聞
一
〇
〇
年
史
』読
売
新
聞
、一
九
七
六
・
一
一
、
五
五
一
～
五
五
五
頁
、

『
読
売
新
聞
一
四
〇
年
史
』
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
、
二
〇
一
五
・
三
、
一
二
一
頁
）

（
17
）
浅
野
敞
一
郎
『
戦
後
美
術
展
略
史

　
一
九
四
五
―
一
九
九
〇
』
求
龍
堂
、一
九
九
七
・
二
、�

二
七
～
二
九
・
一
一
二
～
一
一
九
頁
、陶
山
伊
知
郎
『
近
代
日
本
美
術
展
史
』
国
書
刊
行

会
、
二
〇
二
三
・
五
、一
～
二
頁
。

（
18
）
新
聞
統
制
の
撤
廃
は
一
九
五
一
年
五
月
一
日
。

（
19
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
四
、
二
六

（
20
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
六

（
21
）
海
藤
日
出
男
「
展
望
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
秋
山
邦
晴
ほ
か
『
文
化
の
仕
掛
人

　
現
代
文
化
の

磁
場
と
透
視
図
』（
青
土
社
、
一
九
八
五
・
一
〇
、
三
九
九
～
四
一
〇
頁
）

（
22
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
年
三
・
一
七

（
23
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
〇

（
24
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
九

（
25
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
六
、
四
・
九

（
26
）『
夕
刊
読
売
』
一
九
五
一
・
四
・
一
三

（
27
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
一
、
二

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

三
〇
五
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の
反
応
は
、『
芸
術
新
潮
』『
ア
ト
リ
ヱ
』『
美
術
手
帖
』『
み
づ
ゑ
』
等
の
雑
誌
で

も
特
集
さ
れ
、
今
回
取
り
上
げ
た
文
学
者
た
ち
以
外
に
も
様
々
な
言
説
が
あ
る
。

さ
ら
に
は
こ
の
先
に
各
作
家
の
創
作
へ
と
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
も
、
検
証
が
必
要
と
言
え
る
。
別
稿
を
期
し
た
い
。

注（
1
）�

浅
野
敞
一
郎
『
戦
後
美
術
展
略
史

　
一
九
四
五
―
一
九
九
〇
』
求
龍
堂
、一
九
九
七
・
二
、�

九
～
三
六
頁
、
陶
山
伊
知
郎
『
近
代
日
本
美
術
展
史
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
二
三
・
五
、�

一
三
四
～
一
三
九
頁
。

（
2
）
例
え
ば
、
日
本
・
海
外
と
も
初
め
て
近
現
代
の
交
流
が
可
能
に
な
る
箱
も
の
と
し
て
、
国

立
の
近
代
美
術
館
建
設
へ
の
要
望
が
具
体
化
し
、一
九
五
一
年
度
に
予
算
化
さ
れ
る
段
階

に
あ
っ
た
（
開
館
は
一
九
五
二
年
）。
他
、神
奈
川
県
立
美
近
代
美
術
館
（
一
九
五
一
年
）

や
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
（
一
九
五
二
年
）
の
開
館
な
ど
ま
さ
に
文
化
状
況
が
変
化
し
よ

う
と
す
る
時
期
に
あ
っ
た
。

（
3
）
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
と
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
日
本
」『
東
京
都
現
代
美
術
館
紀
要
』
8
、

二
〇
〇
三
・
三
、
関
直
子
「
光
を
通
す
布

　
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の
展
覧
会
」『
ユ
リ

イ
カ
』
53
（
5
）、
二
〇
二
一
・
五
、
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
の
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の

個
展
、そ
し
て
ア
ト
リ
エ
」
大
久
保
恭
子
編
『
21
世
紀
か
ら
み
た
マ
テ
ィ
ス

　
思
考
の
万

華
鏡
』
三
元
社
、
二
〇
二
五
・
二
、一
七
五
―
二
〇
五
頁
、
今
津
京
子
「
日
本
で
初
め
て
の

マ
テ
ィ
ス
展
（
一
九
五
一
年
）」『
マ
テ
ィ
ス

　
自
由
な
フ
ォ
ル
ム
』
展
図
録
、二
四
八
―

二
五
三
頁
な
ど
。

（
4
）
土
方
定
一
「
日
本
版

　
マ
チ
ス
画
集
」『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
年
七
月
二
三
日
朝
刊

（
5
）
会
期
は
当
初
五
月
六
日
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
五
月
一
三
日
ま
で
に
延
長
さ
れ
た
。

（
6
）『
東
京
国
立
博
物
館
百
五
十
年
史
資
料
編
』
東
京
国
立
博
物
館
、二
〇
二
三
・
九
、三
九
八

頁

（
7
）
嘉
門
安
雄
「
マ
チ
ス
展
の
記
録
に
か
え
て
」『M

U
SEU

M

』（
一
九
五
一
・
五
、二
六
～

三
〇
頁
）
や
海
藤
日
出
男
「
展
望
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
秋
山
邦
晴
ほ
か
『
文
化
の
仕
掛
人

　

現
代
文
化
の
磁
場
と
透
視
図
』（
青
土
社
、
一
九
八
五
・
一
〇
、
三
九
九
～
四
一
〇
頁
）

で
は
、の
ち
に
主
催
と
な
る
読
売
新
聞
社
と
国
立
博
物
館
展
の
覧
会
担
当
に
計
画
を
相
談

の
う
え
で
の
渡
欧
と
の
回
想
が
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
硲
伊
之
助
『
パ
リ
の
窓
』（
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
二
・
九
）
に
詳
し
い
。
そ
の
他
、
硲

夫
人
ア
デ
リ
ア
・
ロ
ゾ
ラ
ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
日
本
展
実
現
ま
で
の
経
緯
を
伝
え
る
貴

重
な
証
言
で
あ
る
（
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
の
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の
個
展
、そ
し
て
ア

ト
リ
エ
」（
大
久
保
恭
子
編
『
21
世
紀
か
ら
み
た
マ
テ
ィ
ス

　
思
考
の
万
華
鏡
』
三
元
社
、

二
〇
二
五
・
二
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
））。

（
9
）
関
直
子
に
よ
る
東
京
国
立
博
物
館
『
重
要
雑
録
』（
一
九
五
〇
年
）
の
調
査
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
（
関
直
子
「
マ
テ
ィ
ス
の
礼
拝
堂
と
一
九
五
一
年
の
個
展
、そ
し
て
ア

ト
リ
エ
」（
大
久
保
恭
子
編
『
21
世
紀
か
ら
み
た
マ
テ
ィ
ス

　
思
考
の
万
華
鏡
』
三
元
社
、

二
〇
二
五
・
二
、一
八
二
～
一
八
三
頁
））。
現
在
、関
の
調
査
し
た
当
該
資
料
は
閲
覧
不
可

と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）
硲
伊
之
助
『
パ
リ
の
窓
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
二
・
九
、
一
四
～
四
三
頁
、
お
よ
び

『
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
』
展
図
録
、
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
、
一
九
～

三
〇
頁
。

（
11
）『
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
』
展
図
録
、
国
立
博
物
館
・
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
、
一
九
―

三
〇
頁

（
12
）『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
五
一
・
四

（
13
）
硲
伊
之
助
『
パ
リ
の
窓
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
五
二
・
九
、三
九
～
四
〇
頁

（
14
）
嘉
門
安
雄
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
汗
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
・
一
、四
七
～
六
五
頁

（
15
）
嘉
門
安
雄
『
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
汗
』
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
・
一
、五
二
頁

（
16
）『
読
売
新
聞
』
は
当
時
朝
刊
の
み
、
一
九
四
九
年
の
夕
刊
紙
ブ
ー
ム
を
受
け
る
形
で
、『
夕

刊
読
売
』が
朝
刊
と
は
別
個
の
独
立
し
た
新
聞
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
年

一
〇
月
に
『
読
売
新
聞
』
夕
刊
復
活
・
朝
夕
刊
セ
ッ
ト
体
制
に
な
る
ま
で
発
行
さ
れ
て
い

た
。（『
読
売
新
聞
一
〇
〇
年
史
』読
売
新
聞
、一
九
七
六
・
一
一
、
五
五
一
～
五
五
五
頁
、

『
読
売
新
聞
一
四
〇
年
史
』
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
、
二
〇
一
五
・
三
、
一
二
一
頁
）

（
17
）
浅
野
敞
一
郎
『
戦
後
美
術
展
略
史

　
一
九
四
五
―
一
九
九
〇
』
求
龍
堂
、一
九
九
七
・
二
、�

二
七
～
二
九
・
一
一
二
～
一
一
九
頁
、陶
山
伊
知
郎
『
近
代
日
本
美
術
展
史
』
国
書
刊
行

会
、
二
〇
二
三
・
五
、一
～
二
頁
。

（
18
）
新
聞
統
制
の
撤
廃
は
一
九
五
一
年
五
月
一
日
。

（
19
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
四
、
二
六

（
20
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
六

（
21
）
海
藤
日
出
男
「
展
望
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
秋
山
邦
晴
ほ
か
『
文
化
の
仕
掛
人

　
現
代
文
化
の

磁
場
と
透
視
図
』（
青
土
社
、
一
九
八
五
・
一
〇
、
三
九
九
～
四
一
〇
頁
）

（
22
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
年
三
・
一
七

（
23
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
〇

（
24
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
九

（
25
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
六
、
四
・
九

（
26
）『
夕
刊
読
売
』
一
九
五
一
・
四
・
一
三

（
27
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
一
、
二

一
九
五
一
年
「
ア
ン
リ
・
マ
チ
ス
展
」
と
文
学
者

三
〇
五
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（
28
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
一

（
29
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
一

（
30
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
九
、『
夕
刊
読
売
』
一
九
五
一
・
三
・
三
〇

（
31
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
一
五

（
32
）『
夕
刊
読
売
』
一
九
五
一
・
四
・
九
、『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
一
〇

（
33
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
九

（
34
）『
夕
刊
読
売
』
一
九
五
一
・
三
・
三
〇
、『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
三
一

（
35
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
三
・
二
九

（
36
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
一
三
、
一
四

（
37
）『
読
売
新
聞
』
一
九
五
一
・
四
・
一
五

（
38
）『
宗
達
光
琳
派
展
覧
会

　
図
版
目
録
』
国
立
博
物
館
、
一
九
五
一
年

＊
本
稿
はJSPS

科
研
費24K

03668

の
助
成
を
受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

（
玉
川
大
学
文
学
部
教
授
）

三
〇
六

大
岡
昇
平
「
女
中
の
子
」

 
 

―
―
「
私
」
の
〈
苛
立
ち
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
―

谷

　川

　直

　美

る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
野
火
』
に
、〈
女
中
の
子
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
「
移
植
さ
れ

た
」
と
捉
え
る
の
は
、
正
確
で
は
な
い
。
永
松
が
〈
女
中
の
子
〉
と
し
て
の
生
い

立
ち
を
告
白
す
る
場
面
を
含
ん
だ
『
野
火
』
の
初
出
『
文
体
』
稿
は
、
昭
和
二
三

年
一
二
月
に
発
表
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
約
一
年
半
後
の
昭
和
二
五
年
九
月
に
「
女
中
の

子
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
岡
は
、
先
に
長
編
小
説
『
野
火
』
の
主

要
人
物
の
設
定
と
し
て
〈
女
中
の
子
〉
を
採
用
し
、
そ
の
後
、
改
め
て
〈
女
中
の

子
〉
を
中
心
に
置
く
作
品
を
「
女
中
の
子
」
と
題
し
て
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
大
岡
に
お
い
て
、〈
女
中
の
子
〉
は
、
単
に
印
象
的
で
あ
っ
た
戦
友
を

小
説
の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
に
採
用
し
た
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
く
、

複
数
の
作
品
で
追
究
し
た
い
と
思
う
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
池
田
氏
の
指
摘
以
後
、
詳
細
な
作
品
論
は
未
だ
見
ら
れ
な
い
。

　
大
岡
自
身
の
自
伝
的
事
項
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
石
﨑
等
氏
が
、
大
岡
の
母

親
が
芸
妓
で
あ
っ
た
こ
と
と
「
女
中
の
子
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
た

だ
し
、安
田
の
言
葉
が
大
岡
に
「
母
親
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
」

と
見
て
、「
女
中
の
子
」
は
「
大
岡
の
母
へ
の
複
雑
で
屈
折
し
た
愛
情
心
理（

（
（

」
を
反

映
し
た
小
説
で
あ
る
と
捉
え
る
解
釈
は
、
大
岡
の
自
伝
的
問
題
に
重
点
を
置
く
こ

と
で
、
作
品
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
十
分
に
捉
え
切
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
小
説
「
女
中
の
子
」
に
は
、安
田
の
生
い
立
ち
に
関
す
る
告
白
を
聞
い
た
「
私
」

が
、
安
田
に
対
し
、「
女
中
の
子
が
そ
ん
な
に
自
慢
な
の
か
」、「
女
中
の
子
だ
ろ

序
　
大
岡
昇
平
「
女
中
の
子（

（
（

」
は
、『
小
説
新
潮
』
第
四
巻
第
一
〇
号
（
昭
和
二
五
年

九
月
）
に
発
表
さ
れ
、『
来
宮
心
中
』（
新
潮
社
、昭
和
二
六
年
五
月
）
に
収
録
さ
れ
刊

行
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　
夙
に
、
池
田
純
溢
氏
は
、
大
岡
の
代
表
作
『
野
火
』
に
「
作
品
『
女
中
の
子
』

か
ら
移
植
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
「
女
中
の
子
〈
永
松
（
野
火
）〉
の
原
型
で
あ
る

〈
安
田
（
女
中
の
子
）〉」
を
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

　
池
田
氏
が
述
べ
る
通
り
、「
女
中
の
子
」
の
安
田
の
記
述
は
、『
野
火
』
の
永
松
の

記
述
と
酷
似
し
て
い
る
。
安
田
（「
女
中
の
子
」）
も
永
松
（『
野
火
』）
も
、〈
二
十
二

歳
〉
の
若
者
で
あ
り
、
戦
場
の
あ
る
夜
、
僚
友
に
向
か
っ
て
自
分
は
〈
女
中
の
子
〉

で
あ
る
と
告
白
し
て
い
る
。
そ
の
告
白
の
内
容
も
、〈
初
め
は
何
も
知
ら
ず
に
育

て
ら
れ
て
い
た
が
、
自
分
が
ぐ
れ
出
し
た
ら
、
母
親
か
ら
出
生
の
話
を
聞
か
さ
れ

た
〉
こ
と
や
、
家
を
飛
び
出
し
て
〈
バ
ー
テ
ン
や
コ
ッ
ク
に
な
っ
た
〉
経
歴
、〈
映

画
『
瞼
の
母
』
を
観
て
い
や
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
〉
経
験
な
ど
、
か
な
り
共
通
点
が

多
い
。

　
た
だ
し
、
作
者
・
大
岡
に
極
め
て
近
い
人
物
「
私
」（「
大
岡
」）
を
語
り
手
と
し
、

作
者
の
戦
場
経
験
を
基
に
書
か
れ
た
「
女
中
の
子
」
か
ら
、
田
村
を
主
人
公
と
す

大
岡
昇
平
「
女
中
の
子
」

三
〇
七
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